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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体投与装置であって、
　手動で駆動されるポンプまたは弁という流体投与部材（１０）であって、固定リング（
３０）により容器（１）に固定される、という前記流体投与部材と、
　前記流体投与部材に配置され、移動することで前記流体投与部材を駆動することが可能
な駆動ヘッド（２０）と、　
　ブロック位置において、流体投与部材が駆動しないようにする取り外し可能なブロック
部品（４０）と、を有し、
　前記ブロック部品は、少なくとも１つのブロック用突起部分（４１）を有して、駆動ヘ
ッドに組み付けられており、
　当該ブロック用突起部分（４１）が、前記駆動ヘッドに設けられた少なくとも１つの穴
（２１）を通ることにより、固定リングまたは当該固定リングに固着された部品と協働す
る
　ことを特徴とする流体投与装置。
【請求項２】
　前記ブロック部品（４０）は、流体投与部材（１０）の縦軸を横断する方向に、並進の
形で移動が可能であること、
　を特徴とする請求項１に記載の流体投与装置。
【請求項３】
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　前記ブロック部品（４０）は折ることのできる部品（４２）を少なくとも１つ有し、当
該折ることのできる部品（４２）は、前記ブロック部品が初めてブロック位置から取り外
される際に壊れるよう作られていること、
　を特徴とする請求項１または２に記載の流体投与装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの折ることのできる部品（４２）はタブで形成され、当該タブは、
前記少なくとも１つの穴（２１）の少なくとも１つのエッジと協働すること、
　を特徴とする請求項３に記載の流体投与装置。
【請求項５】
　前記駆動ヘッド（２０）は少なくとも２つの穴（２１）を有し、そのうち少なくとも１
つの穴にはブロック用突起部分（４１）が、そのうち少なくとも１つの穴には折ることの
できる部品（４２）が収容されること、
　を特徴とする請求項３または４に記載の流体投与装置。
【請求項６】
　ブロック部品（４０）は、ブロック位置において、少なくとも部分的に前記駆動ヘッド
（２０）を囲む形で延びていること、
　を特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の流体投与装置。
【請求項７】
　ブロック部品は開リング（４５）を有し、当該開リング（４５）は２つのブロック用突
起部分（４１）を有し、それら部分（４１）のそれぞれの端部エッジ（４４）には折るこ
とのできる部品（４２）が設けられ、前記駆動ヘッドは４つの穴（２１）を有し、そのう
ち２つには、ブロック位置において、前記ブロック用突起部分（４１）が、そのうち２つ
には、ブロック位置かつ初回の使用の前の段階で、前記折ることのできる部品（４２）が
収容されること、
　を特徴とする請求項６に記載の流体投与装置。
【請求項８】
　ブロック部品は２本の実質的に並行なブランチ（４１’）を有し、前記ブランチには２
つのブロック用突起部分が形成され、前記ブランチのそれぞれの自由端は折ることのでき
る部品（４２’）を有し、前記駆動ヘッドは４つの穴（２１）を有し、各ブランチは、ブ
ロック位置において、第１の穴（２１）を通して駆動ヘッド（２０）の内側に入り、第２
の穴（２１）を通って駆動ヘッドの外に出ており、折ることのできる部品（４２’）は各
々、ブロック位置かつ初回の使用の前の段階では、前記第２の穴（２１）と協働すること
、
　を特徴とする請求項５または６に記載の流体投与装置。
【請求項９】
　ブロック部品は、保持手段（４５、４５’）によりブロック位置に固持され、前記保持
手段は弾性変形が可能であること、
　を特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の流体投与装置。
【請求項１０】
　前記保持手段は、前記開リング（４５）で形成され、駆動ヘッド（２０）の周縁面と協
働すること、
　を特徴とする請求項９に記載の流体投与装置。
【請求項１１】
　前記保持手段は、少なくとも１つの保持用突起部分（４５’）で形成され、駆動ヘッド
の少なくとも１つの穴（２１）と協働すること、
　を特徴とする請求項９に記載の流体投与装置。
【請求項１２】
　ブロック位置において、ブロック部品（４０）は、固定リング（３０）の上面（３１）
または前記リングに固着された部品と協働すること、
を特徴とする請求項１乃至１１のいずれかに記載の流体投与装置。
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【請求項１３】
　前記ブロック部品は、グリップ手段（４３、４３’）を少なくとも１つ有すること、
　を特徴とする請求項１乃至１２のいずれかに記載の流体投与装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、流体投与装置、さらに具体的に言えば、当該装置が使用と使用の合間に駆動
するのを防ぐことが可能なブロック部品を有する、という装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　流体投与装置が駆動と駆動の合間に駆動されるのを防ぐために用いられるシステムは公
知で、そうしたシステムは一般的に、クリップといった取り外し可能な装置を有し、当該
取り外し可能な装置は、駆動ヘッドまたはプッシャの下にこれらの移動を防ぐ形で装着さ
れている。そうした取り外し可能な装置の問題点は、たとえば鞄の中で持ち運ばれる際に
ひとりでに外れてしまう点である。装置に一体化され、取り外しができないシステムも存
在するが、そうしたシステムは、一般的に製造および組み立てが極めて複雑で、投与装置
の部品のいくつかについて形を変える必要があり、そのため、コストが大きく上昇する。
特許文書US６ １８６ ３６５号およびLU８４ ４３６号には、既存の装置について説明が
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】US６ １８６ ３６５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記の問題を生じない流体投与装置を提供することを目的とする。
　さらに具体的に言えば、本発明は、製造および組み立てが簡単かつ低コストな駆動ブロ
ック部品を有する流体投与装置を提供することを目的とする。
　また、本発明は、投与装置の構成部品に大きな変形を加える必要なく、既存の装置に容
易に適合させることができるという流体投与装置を提供することを目的とする。
【０００５】
　また、本発明は、装置がすでに使用済みかどうか簡単に見て取ることができる装置を提
供することを目的とする。
　また、本発明は、安全かつ信頼性のある形で動作し、ユーザが簡単に駆動できる装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このため、本発明は、流体投与装置であって、手動で駆動されるポンプまたは弁という
流体投与部材であって、固定リングにより容器に固定される、という前記流体投与部材と
、前記流体投与部材に配置され、移動することで前記流体投与部材を駆動することが可能
な駆動ヘッドと、ブロック位置において、流体投与部材が駆動しないようにする取り外し
可能なブロック部品と、を有し、前記ブロック部品は、少なくとも１つのブロック用突起
部分を有して、駆動ヘッドに組み付けられており、当該ブロック用突起部分が、前記駆動
ヘッドに設けられた少なくとも１つの穴を通ることにより、固定リングまたは当該固定リ
ングに固着された部品と協働することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　効果的な構成として、前記ブロック部品は、流体投与部材の縦軸を横断する方向に、並
進の形で移動が可能である。
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　効果的な構成として、前記ブロック部品は折ることのできる部品を少なくとも１つ有し
、当該折ることのできる部品は、前記ブロック部品が初めてブロック位置から取り外され
る際に壊れるよう作られている。
【０００８】
　効果的な構成として、前記少なくとも１つの折ることのできる部品はタブで形成され、
当該タブは、前記少なくとも１つの穴の少なくとも１つのエッジと協働する。
　効果的な構成として、前記ヘッドは少なくとも２つの穴を有し、そのうち少なくとも１
つの穴にはブロック用突起部分が、そのうち少なくとも１つの穴には折ることのできる部
品が収容される。
【０００９】
　ブロック部品は、ブロック位置において、少なくとも部分的に前記ヘッドを囲む形で延
びている。
　効果的な構成として、ブロック部品は開リングを有し、当該開リングは２つのブロック
用突起部分を有し、それら部分のそれぞれの端部エッジには折ることのできる部品が設け
られ、前記ヘッドは４つの穴を有し、そのうち２つには、ブロック位置において、前記ブ
ロック用突起部分が、そのうち２つには、ブロック位置かつ初回の使用の前の段階で、前
記折ることのできる部品が収容される。
【００１０】
　効果的な構成として、ブロック部品は２本の実質的に並行なブランチを有し、前記ブラ
ンチには２つのブロック用突起部分が形成され、前記ブランチのそれぞれの自由端は折る
ことのできる部品を有し、前記ヘッドは４つの穴を有し、各ブランチは、ブロック位置に
おいて、第１の穴を通してヘッドの内側に入り、第２の穴を通ってヘッドの外に出ており
、折ることのできる部品は各々、ブロック位置かつ初回の使用の前の段階では、前記第２
の穴と協働すること。
【００１１】
　効果的な構成として、ブロック部品は、保持手段によりブロック位置に固持され、前記
保持手段は弾性変形が可能である。
　効果的な構成として、前記保持手段は、前記開リングで形成され、ヘッドの周縁面と協
働する。
　効果的な構成として、前記保持手段は、少なくとも１つの保持用突起部分で形成され、
ヘッドの少なくとも１つの穴と協働する。
【００１２】
　ブロック位置において、ブロック部品は、固定リングの上面または前記リングに固着さ
れた部品と協働する。
　効果的な構成として、前記ブロック部品は、グリップ手段を少なくとも１つ有する。
　本発明の他の特徴と効果とに関しては、添付図面を参照しながら、非限定的な例として
示す以下の本発明の２つの効果的な実施の形態についての詳細な説明を読めば、さらに明
らかになるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１の実施の形態を構成する流体投与装置をブロック状態において示す概略斜視
図である。
【図２】図１の装置をブロック状態において示す概略側面図である。
【図３】図２の概略断面図である。
【図４】図２と同様の概略図であって、ブロック部品が付いていない状態で示す図である
。
【図５】装置を、ブロック部品を駆動ヘッドに組み付ける前の状態において示す水平断面
図である。
【図６】図５と同様の図であって、投与装置を、ブロック部品のブロック位置への取り付
け後、かつ初回の使用の前の状態において示す図である。
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【図７】第２の実施の形態におけるブロック部品の投与装置への取り付けステップを、当
該ブロック部品を開口部を介して駆動ヘッドへはめ込む前の状態において示す水平断面図
である。
【図８】第２の実施の形態におけるブロック部品の投与装置への取り付けステップを、当
該ブロック部品を開口部を介して駆動ヘッドへ差し込む最中の状態において示す水平断面
図である。
【図９】第２の実施の形態におけるブロック部品の投与装置への取り付けステップを、当
該ブロック部品を開口部を介して駆動ヘッドへ差し込んだ後の状態において示す水平断面
図である。
【図１０】第２の実施の形態を構成する投与装置をブロック状態において示す概略斜視図
である。
【図１１】図１０の装置の概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図を参照する。投与装置は投与部材１０を有し、投与部材１０は図の実施の形態におい
てはポンプである。当然のことながら、本発明は、いかなるタイプの投与部材（具体的に
言えば、さらに、弁）にも適用できる。ポンプは、何らかのタイプ（具体的に言えば、ネ
ジ留め、圧着式、またはスナップ留めのタイプ）の固定リング３０を用いて容器１に組み
付けることができる。リングは、特定の別個の部品とするか、または装置の一部分と一体
化された形で形成することができる。プッシャまたは駆動ヘッド２０は、移動によって前
記ポンプを駆動することが可能な形でポンプに設けられている。図示された実施の形態に
おいて、駆動ヘッドは鼻用のプッシャで、当該プッシャは、鼻孔に差し込むための伸長部
２４と受けゾーン２２とを有し、ユーザは、受けゾーン２２を押せば装置を駆動できる。
当然のことながら、図示された実施の形態（具体的に言えば、ポンプまたはプッシャのタ
イプ）は、全く限定的なものではなく、それどころか逆に、本発明はいかなるタイプの流
体投与装置にも適用することができる。
【００１５】
　本発明において、装置は駆動ブロック部品４０を有し、当該駆動ブロック部品４０は、
装置に取り外し可能な形で組み付けられている。図１、２、３、６、および図９、１０、
１１に示すブロック状態において、ブロック部品は、具体的に言えば駆動ヘッド２０がポ
ンプに対し移動するのを防ぐことにより、ポンプが駆動されないようにしている。図４、
５、そして７に示す、部品が抜き取られた状態においては、ポンプは駆動し得る。ブロッ
ク位置において、ブロック部品４０は、好ましい構成として、図１および１０に示すよう
に、駆動ヘッド２０に組み付けられている。駆動ヘッドは、穴２１を少なくとも１つ有し
、ブロック部品４０は当該穴２１を通して固定リング３０と協働するよう作られている。
このように、ブロック部品は、前記固定リングに固定または固着された部品とも協働する
ことができる。
【００１６】
　効果的な構成として、ブロック部品４０は、初回の使用を示す働きをする手段をさらに
有し、それによって、ブロック部品４０が既にそのブロック位置から取り外し済みかどう
かが分かる。
　効果的な構成として、ブロック部品４０は、投与部材１０の縦軸を横断する方向に移動
が可能である。ブロック部品を握るためのグリップ手段４３が少なくとも１つあり、それ
によって、ユーザがブロック部品を駆動ヘッドの所定位置に入れる操作や、そこから取り
出す操作が容易になる。
【００１７】
　第１の実施の形態において、ブロック部品４０は弾性変形可能な開リング４５を有し、
ヘッド２０の周囲に組み付けることができる。図５は、開リング４５を、ヘッド２０に設
置する前の状態で示す図である。この実施の形態において、開リング４５は２つのブロッ
ク用突起部分４１を有し、リングの各端部エッジ４４には、折ることのできる部品４２を
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設けることができる。折ることのできる部品４２は初回の使用を示す働きをする。２つの
突起部分と２つの折ることのできる部品とは、開リング４５の内側に向かって突き出てい
る。
【００１８】
　リング４５は、ヘッドへ組み付けられた後（すなわち、ブロック状態において）、かつ
投与装置が初回に使用される前は、図６に概略的に示すとおり、駆動ヘッド２０の少なく
とも一部を囲む形に延びている。図示された実施の形態において、駆動ヘッドの側壁は４
つの穴を有し、そのうち２つは、ブロック状態において前記ブロック用突起部分４１を収
容し、他の２つは、ブロック状態、かつ初回の使用前において前記折ることのできる部品
４２を収容する。当然のことながら、本発明は、図示された実施の形態に限定されるもの
ではなく、ブロック用突起部分および／あるいは折ることのできる部品、そしてそれらに
対応する駆動ヘッドの穴の数を変えることも考えられる。
【００１９】
　図３および６に示すように、ブロック状態において、ブロック部品は、ブロック用突起
部分４１を介して、固定リング３０の上面またはリム３１（あるいは、それに固着された
部品）と、駆動ヘッド２０の穴２１との両方と協働して、ヘッド２０がリング３０に対し
軸方向に移動するのを防ぐ。ブロック用突起部分４１は、開リング４５の周囲から、ヘッ
ドの穴２１を通り、固定リング３０のリム３１まで、ヘッド２０と固定リング３０との間
のスライド軸に垂直な方向に延びている。
【００２０】
　リングの各端部エッジ４４に置かれた２つの折ることのできる部品４２は、初回の使用
時（すなわち、ブロック部品４０がブロック位置から初めて取り外される際）に、折れる
か、または変形するように作られている。図５および６に示すように、折ることのできる
部品は、２つのタブ４２で形成することができる。タブは、本実施の形態においては、ヘ
ッドの穴２１のエッジと以下の形で協働する。その形とは、ユーザがブロック部品４０を
取り外すと、その結果、当該タブはブロック部品から切り離される、というものである。
そのため、損傷のないタブ４２の存在は、ユーザに、ブロック部品はまだ一度もブロック
位置から取り外されたことがないことを保証する。そうして、装置は全くの未駆動である
ことが確実となる。
【００２１】
　初回使用後は、開リング４５を所定のブロック位置に入れ直すことができる。ユーザは
、開リングを駆動ヘッド２０の周囲にスナップ留めするだけでよい。スナップ留めは、２
つの端部４４のエッジの形状により容易になっている。図５に示すように、２つの端部エ
ッジ４４は、駆動ヘッド２０と接触させられる際は、ヘッドの円形の壁の接線に実質的に
沿った形となる。これにより、リングの端部をヘッドの周囲に沿ってスライド移動させて
最後にスナップ留めするのが容易になる。また、リングの端部のエッジの本形状は、スナ
ップ留めする操作と外す操作とを連続して行っていても駆動ヘッドが壊れないという効果
を示す。そうして、開リングは、スナップ留めされると再び駆動ヘッドの少なくとも一部
を囲む形に延び、各ブロック用突起部分４１は、駆動ヘッドの穴２１のいずれかを通って
固定リングまたは当該固定リングに固着された部品と協働して、ポンプが駆動しないよう
にする。
【００２２】
　効果的な構成として、ブロック部品はプラスチック材料で作られている。このプラスチ
ック材料は、強度と変形性との両方を備えており、ブロック部品を再利用できる一方で、
ブロック部品をスナップ留め／外しできる。ただし、他の材料を考えることもできる。
　効果的な構成として、図示された駆動ヘッドの４つの穴２１は、投与部材（厳密に言え
ば、図示された実施の形態においては、ポンプ）の縦軸を中心として対称に分散配置され
ている。また、効果的な構成として、駆動ヘッドの４つの穴と協働するよう作られた２つ
のブロック用突起部分４１および２つのタブ４２も、リングの中心に対し対称となる形で
開リング上に置かれている。これにより、本発明のブロック部品４０は、駆動ヘッドにい
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ずれの側面からでも係合させることができる。本実施の形態は簡単かつ素早く組み立てら
れる。というのも、ブロック部品をヘッドに組み付ける際、駆動ヘッドごとに方向を決め
る必要がないためである。加えて、ユーザは、１回使用するたびに極めて容易にブロック
部品を所定位置に入れ直すことができる。リングをスナップ留めしてから、必要であれば
ヘッドの周囲でわずかに回転させるだけで、ブロック用突起部分を駆動ヘッドのいずれか
の穴にはめることができる。
【００２３】
　第２の実施の形態におけるブロック部品は、２本の実質的に並行なブランチ４１’を有
し、当該２本のブランチ４１’が２つのブロック用突起部分を成す。ブロック部品は、図
７乃至９に示すようにU字形状を呈している。ブロック部品の２本の並行なブランチ４１
’を相互接続する横断方向の壁４６’を前記ブランチの根の部分の両側から張り出した形
とすることで、グリップ手段４３’を形成することもできる。ブランチの自由端４４’は
それぞれ、折ることのできる部品４２’を有し、当該部品４２’は、図に示す本実施の形
態においてはタブで形成されている。第１の実施の形態と同様に、駆動ヘッド２０は４つ
の穴２１を有し、当該穴２１は、ヘッドの縦軸を中心として対称に配置されている。各ブ
ランチ４１’は、ブロック位置への組み付け中、第１の穴２１を通ってヘッド２０の内部
に差し込まれ、投与部材１０とヘッドの内壁との間に位置する空間を通過して、第２の穴
２１を通ってヘッドの外へ出る。そのため、各ブランチは、ブロック状態において、駆動
ヘッドの２つの穴と、固定リング３０のリム３１（あるいは、それに固着された部品）と
の両方と、駆動軸に対して垂直な方向で協働する。初回の使用の前は、折ることのできる
部品はそれぞれ、穴のエッジと協働している。ブロック部品を初めて取り外している際中
、タブ４２’は、それぞれの前記第２の穴２１のエッジにより駆動ヘッドの外側に保持さ
れた状態なので、当該第２の穴２１のエッジに当たって壊れる。本実施の形態において、
折ることのできる部品４２’は、ヘッドの外側に位置し、直接目に見える初回使用インジ
ケータを成すという効果を示す。以降の使用の際には、ブランチを固定リング３０のリム
３１の上でスライド移動させて、U字形のブロック部品を２つの穴を介してヘッドに容易
に係合させることができる。変形例においては、初回の使用後、したがって初回使用のイ
ンジケータ手段が欠けた状態では、ブロック部品を第２の穴を通してヘッドから外に出す
必要はない。
【００２４】
　効果的な構成として、ブロック部品は保持手段によりブロック位置に保持され、それに
より、当該ブロック部品が駆動ヘッドから極めて容易に取れてしまう事態は防止される。
保持手段は、弾性変形が可能である。第１の実施の形態と同様に、保持手段は開リング４
５で成り、駆動ヘッド２０の外周面と協働することにしてもよい。別の形として、保持手
段は、図９に示すように、ブロック用突起部分４１’に位置した少なくとも１つの保持用
突起部分４５’で成る、という形にすることもできる。図９には２つの保持用突起部分４
５’が示されており、これらは、２つのブロック用突起部分４１’のそれぞれにショルダ
ー２つを対称となる形で形成している。保持用突起部分はそれぞれ駆動ヘッド２０の内壁
と協働して、一種のスナップ留めの状態を作り、ブロック部品が駆動ヘッドの外に出るの
を防ぐ。ブロック部品を取り外すには、ユーザは前記保持用突起部分の保持力を上回る閾
値けん引力を加えなければならない。保持手段により、ブロック部品はブロック位置に保
たれ、それにより、偶然に駆動する危険なく投与装置を安全に持ち運ぶことができる。
【００２５】
　いずれの実施の形態であっても、本発明のブロック部品は、効果的な構成としていかな
る既存の流体投与装置にも適用でき、装置に加えなければならない唯一の変更は、駆動ヘ
ッドに穴を開けることのみである。
　ここまで、本発明について、２つの効果的な実施の形態を参照しながら説明してきたが
、当然のことながら、本発明は図示した実施の形態に限定されるものではない。当業者で
あれば、添付の特許請求の範囲によって規定される本発明の範囲を逸脱しない形で、変形
例を考案することが可能である。
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